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1 は'じ め に1)
 谷崎は,『 パル ムの僧院』2)について大正十五年九 月の佐藤春夫宛書簡 〔25〕3)
で 「英訳Charterhouse of Parmaを 読 了 した,二 冊で六百ペ ーヂほ どある
実に驚 くべ き作品だ,こ れ が今迄 日本 で評判 にな らなかつたのが不思議 だが誰
かが 翻訳すれバいい と 思つてゐ る」 と感心 し,昭 和二年一月の 濱本浩 宛書簡
〔25〕で 「ス タンダアルのあの本 の英訳 には二種 あつて 〔…〕後のはチ ャアタア
ハ ウス と英訳 して あ ります,僕 の持つてゐるのは後者で,モ ン トクリエ フと云
ふ人 の訳 で,昨 年倫敦で出版 され ました」 と記す。 モ ン トク リニ フはモ ンク リ
エフMoncriefFの 誤 りだが,同 二年 の 『饒舌録』 〔20〕では 「「大菩薩峠」は次
第に気分小説 になつて来た ので,筋 が冗漫 にな り,組 み立て の緊密 さが欠けて
ゐるのは是非 もないが,組 み立 て と云ふ点 で近頃私が驚いた のは,ス タ ンダー
ルの"The Charterhouse of Parma"で あ る。 此の小説は英訳 で五百ペ ージ
か らあ る。 日本語 に した ら千ペ ージに もなる長篇で,ワ ーテル ロ のー 戦 争 か ら
伊 太利 の公 国を..,..;:台に した ものだが,話 の筋 は複雑纒綿,波 瀾重畳を極 めて ゐ
て寸毫 も長 い と云 ふ気を起 させない。寧ろ短か過 ぎる感があ るほ ど圧搾 されて
ゐる。 書 き出 しか らワーテル ローの戦場迄 が幾 らか無 味乾燥 な嫌 ひはあ るが,
しか し元来スタ ンダール と云ふ人は わ ざと乾燥な,要 約的 な 書 き方 をす る 人
で,そ れが此 の小説 では,だ んだ ん読 んで行 くうちに却つて緊張 味を帯び,異
常な成功を収めてゐ る。 〔…〕殆 ど...`.ペー ジー ペ ージに百 ペ ー ジ もの 内容を充
実 させて あ るのである。 だか ら寸分 の 隙 もな く無駄 もない。 葛藤に 富んだ大
事件の肉を削 り,膏 を漉 し,血 を絞 り取つて しまつて,た だそ の骨格だけを残























の統一に難があることを示唆するくThelaw w hich governs everything is 















































るわけだ。まったく生意気な独立不罵な様子くherlitle airs of independen-
ce)はしゃくにさわった (14)J と溜飲を下げる。一方「ファプリスが敵の手
の中にある。私のためにおそらく毒を盛られる」と案じる夫人に関し語り手は
「怒り，憤激， 大公に対する屈辱感くthesense of her own inferiority) 








深い喜びに彼の眼は輝いたくFerrantewas delighted with the tone of au圃
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ですからくmyheart is all yours， and you would have seen yourself for 
















(~願麟』明43 [1 J)J という表白， Iそれでも彼は彼の女を憎むことが出来
なかった。やっぱり彼の女の奴隷となって，惨忍な，好請な女王の足下に自殺












〈昭7 書簡132 根津御奥様宛 [25J)。
5. 夫人はまたフェティシズムの対象であり得る。その白い手ヘパラは執着
し「じつに長いこと締麗な白い手くapair of lovely white hands)を見たこ
とがなかったので、す」と感動し， しばらくして「私は締麗な着物が好きになっ
てしまったのです。それから白い手もく1like fine clothes， white hands) j 
と繰り返し「彼は公爵夫人の手をじっと見るので， 彼女はこわくなったくHe







her light and rapid little step scarcely brush the carpet， the poor Aide-






































































の世のだれよりも愛していたくreal1yFabrizio loved the Duchessa far above 





はっきりした言葉は，近親相姦などとしづ言葉と同じく， <a too significant 
word as by an incestuous act)彼女を身ぶるいさせるだろう (7)J。
谷崎の母への愛は，いわゆる母恋物-u-母を恋ふる記~ (大8 [6])， [J吉










リスにとって， 地上のものではないくhewas enraptured by the heavenly 
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らわしい乞食を見てかわいそうだと思ったくletsherself be moved> ときな
んかに出すんですからな(15)J。
あわれな者に心を動かされるというのがグレリアの特徴であり， ~パノレムの
僧院』では繰り返し彼女の哀れみ (pity)，憐』関がえがかれる。 まず， 逮捕さ
れたファブリスは，馬車に乗ったグレリアに監房の近くですれ違い，以前コモ
湖畔で会ったことを彼女に告げるが彼女は「深い憐明，いやむしろ優しい感動
からくTheprofound pity， we might almost say the tender emotion)し、ぅ
ベき言葉を見つけ (15)Jられない。 さらに独房がある塔への階段を昇るファ
プリスは彼女の瞳について感じるー「ずいぶんいろいろなことをいうような限
だ。何て深い憐J関だろうくWhatprofound pity!) (15)J。 また公爵夫人がそ















には， 不幸な者を憐まねばならぬと説いた。 <Next came the impassioned 
description of the unfortunate wretch whom one must pity， to honour 
worthily the Madonna della Pieta who， herself， had so greatly suffered 
when on earth> […〕彼自身が憐れまれねばならぬ不幸な者とみえた。それ
ほど彼は蒼ざめていたくhehad himself the air of the wretch whom one 









































英訳は谷崎が読んだ TheCharterhouse of Parmajprefaced by Balzac's study 
of Stendhal and his analysis of The charterhouse of Parma; translated 
by C. K. Scott Moncrieff. London: Chatto & W indus， 1926に依拠した版




















3) ( Jの中の数字は依拠した谷崎全集の巻号を示す。 liパルムの僧院』については
( )内に該当する章の番号を示す。
4)主人公は原書では Fabrice，英訳では Fabrizio。
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